
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 田島中学校 ）     学校番号 ２１５                            【様式】 

学 校 教 育 目 標 きれいな学校・調和のとれた人づくり        

目 指 す 学 校 像 
①将来の夢や希望を育む学校 ②楽しく学び、心を耕し、感動あふれる学校 ③保護者・地域の期待に応え、信頼される
学校 

       

          

重 点 目 標  

１ 学校教育目標達成のための教育計画の充実とＩＣＴの活用による学習活動の充実   
２ 生涯にわたって充実した人生を送ることができる力をつけるための質の高い教育の充実 
３ 保護者・地域の期待に応え、信頼される学校 
４ 「安心・安全」で隅々まで行き届いた質の高い教育環境の整備 
５ 「働きがい」のある職場と人間性豊かな教員の育成 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

現状〉 

〇全国学力・学習状況調査や、市の学習状況調査

では、国語・数学いずれも全国・市平均と比べ

て基礎学力の向上が課題である。 

〈課題〉 

〇全国学力・学習状況調査の結果分析から、国語

については「知識・技能」についても「書くこ

と」「読むこと」「話すこと・聞くこと」につ

いても課題が見られる。 

〇全国学力・学習状況調査の結果の分析から数学

について「知識・技能」についても「各領域」

についても課題がみられる。 

・学ぶ楽しさを味

わうことのでき

る学習指導の工

夫、改善と基礎

学力の確実な定

着 

①生徒の学習に関する状況について、指導主

事を講師として招聘し、全国学力・学習状

況調査の分析を通して課題を明確にする。 

②分析をもとに、基礎学力の確実な定着を図

る取組を各教科で実施する。 

③「学ぶこと」に対する興味・関心の向上の

ための図書館教育の充実を図る。 

①生徒学校評価「授業は、楽しく分かりやす

い」の肯定的評価が 90％以上であったか。 

②保護者学校評価「お子様は授業は楽しく分

かりやすいと言っているか」の肯定的評価が

10％以上向上したか。 

③学校図書館における貸出冊数が向上した

か。 

 

 

 

  
・「真の学力」を

育成する学習指

導の工夫、改善

と主体的・対話

的で深い学びの

実現 

①「よい授業」(４つの因子)を生かした

授業研究を年間１回以上取り組み、生

徒の主体的な学習の機会を保障する。 

①「よい授業」(４つの因子)を生かした

授業研究を年１回以上実践することが

できたか。 
   

2 

〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査「学校に行くのが楽し

い」の質問に肯定的な回答をする生徒の割合は

全国・市平均を上回っている。 

〇教室に入ることができず、「Ｓｏｌａるーむ」

等を活用する生徒や不登校生徒の数は少なくな

い。 

〈課題〉 

〇生徒一人ひとりの状況を的確に把握し、個に応

じて、適切に相談・支援していく体制をさらに充

実させていくことが必要である。 

・「心と生活のア

ンケート」等を

活用した生徒の

状況の把握と迅

速な対応 

①情報端末を活用し、「アンケート」等

の記録を蓄積し生徒一人ひとりの状

況を継続的に把握し対応に生かして

いく。 

①生徒学校評価「学校生活は楽しいです

か」の肯定的評価が90％以上であった

か。 

②保護者学校評価「相談に対して誠実に

対応しているか」の肯定的評価が向上

したか。 

   

  
・「Ｓｏｌａるー

む」の活用や専

門職との連携に

よる「個に応じ

た学びの場の提

供 

①「Ｓｏｌａるーむ」の活用や専門職と

の連携を生かし、「誰一人取り残さ

ない」「個に応じた学びの場」を提

供する。 

①全教員による「Ｓｏｌａるーむ」対応

の配置と活用を積極的に行うことがで

きたか。 

   

3 

〈現状〉 

〇校運営協議会の熟議をとおして、目指す生徒像

について熟議を重ね、課題を見出し「地域とと

もにある」田島中学校の生徒像を共有してい

る。 

〈課題〉 

〇学校運営協議会で共有した「目指す生徒像」の

具現化に向けて、家庭・地域に積極的に情報を

発信するとともに、その実現に向けて家庭・地

域と協力した取組をさらに実践していくことが

必要である。 

・目指す生徒の

姿を地域全体

で共有するこ

とができる教

育活動の広報 

①学校だよりや学校ホームページ等を通

して、生徒の活動の様子を発信し、学

校の教育活動や生徒の成長について共

有できるようにする。 

②授業参観や保護者会を通して、学校の

取組や生徒の成長の様子を公開する。 

①保護者学校評価「学校の様子を伝えて

いる」の肯定的評価が90％以上であっ

たか。 

②保護者学校評価「各種行事等を適切に

設けている」の肯定的評価が90％以上

であったか。 

   

  
・地域行事に積極

的に参加するこ

とによる「地域

とともにあるコ

ミュニティース

クール」の実現 

①生徒会や部活動等とも連携し、地域の

行事に積極的に参加し、生徒が主役と

なる「地域とともにあるコミュニティ

ースクール」を推進する。 

①創立５０周年の行事を実行委員会と協

力して成功させる。 

②地域の行事に積極的に参加し、生徒の

活躍の様子を広く広報できたか。 
   

4 

〈現状〉 

〇施設・設備の老朽化により、修繕の必要な個所

も目立つ。 

〇毎月の安全点検を確実に実施し、修繕箇所につ

いてはできるかぎり早急に対応している。 

〈課題〉 

〇施設・設備の老朽化に対しては、「安全点検」

を確実に実施し、危険個所については、迅速に

施設課とも情報を共有するとともに、教職員に

も周知していく必要がある。 

・「安全な生活」

について主体的

に考えることの

できる生徒の育

成に向けた指導

の充実 

①委員会活動等を生かして、主体的に

「安全な生活」について考えることの

できる生徒を育成する。 

②学期ごとの「避難訓練」において、

「安全」に関わる講話を行う。 

①「避難所運営訓練」に参加する等、安

全に関わる生徒の活動を実施することが

できたか。 

②避難訓練の時間を活用し、「安全」に

関わる講話をすることができたか。 

   

  
・安全点検の確

実な実施と迅

速な修繕 

①計画的な安全点検の確実な実施と迅速

な対応を徹底する。 

②予算の効果的な活用を生かした教育環

境の整備を推進する。 

 

①安全点検の毎月の実施と、点検に基づ

く迅速な補修・修繕を進めることがで

きたか。 

②学校評価の「安全」に係る項目につい

て、肯定的な評価が向上したか。 

   

5 

〈現状〉 

〇ＩＣＴの活用については、校内研修において研

修を重ねてきている。 

〇人事評価面談を通して、研修への奨励を実施し

ている。 

〇経験の 

〈課題〉 

〇ＩＣＴの活用について、教員間で取組の差がみ

られる。 

〇研修について、余裕を持って学ぶことのできる

時間の確保と環境整備が求められる。 

・ＩＣＴの活用

についての研

修の充実 

①ＩＣＴを活用した授業について、校内

研修を実施し、効果的な活用について

学ぶ時間を確保し、授業改善に取り組

む。 

 

①学校評価「ＩＣＴを積極的に活用して

いるか」の肯定的評価が向上したか 

 

 

 

  
・研修履歴を活

用した対話に

基づく受講奨

励による教師

の学びの促進 
 

①人事評価面談時において、対話に基づ

く研修奨励を行うことで、個性に応じ

た意図的な教職員の育成を実施し、

個々の資質能力を向上させる。 

②コーチング的手法を生かした OJT によ

る教員相互の学び合いの機会を確保す

る。 

①全職員へ人事評価面談で研修奨励を実

施することで、確実な研修受講ができ

たか。 

②コーチングの理論に基づく教職員相互

の学び合いの場を設定し、OJT を実践す

ることができたか。 
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